
 

 

 

第７０８０号                                       ２０２０年１０月１日（木） 

大規模停電、その時どうなる！ 

          防災システム研究所所長 山村武彦 

 
 

◆元凶は大地震と激甚台風 
最近、大規模停電が頻発している。２０１８年９月４日、近畿地方を襲った台風２１号が引き起こした停

電は最大２４０万戸に及んだ。その２日後、北海道胆振東部地震により２９５万戸が停電。さらに同３０日、

和歌山県に上陸した台風２４号で１８０万戸が停電した。 

１９年９月の房総半島台風（１５号）での停電は９３万戸。翌月の東日本台風（１９号）でも５２万戸が停

電。今年も９月の台風１０号で４８万戸が停電している。北海道のブラックアウトは地震由来の発電シス

テム障害によるものだが、台風の場合は全て強風起因の停電。例えば昨年の台風１５号の場合、上陸

時の最大瞬間風速５７．５メートル毎秒の暴風で鉄塔２基と電柱１９９６本が損壊した。 

この時の電柱損壊要因は、倒木と建物の倒壊によるもの７４％、トタン板や看板などの飛来物による

もの１４％、土砂崩れなど地盤崩壊によるものが１２％となっている。こうした電柱損壊・大停電頻発が台

風の激甚化を物語っている。 

◆北海道で何が困ったか 
北海道のブラックアウト時に何が困ったかを聞いた。照明が消え、町中が暗闇で犯罪に巻き込まれな

いか不安だったという女性、エアコンが停まって熱中症になった高齢者もいた。マンションのエレベーター

が動かず、階段での水運びで腰痛になり、寝込んでしまった人もいた。 

スーパーやコンビニ、携帯の充電ステーションなどに長い行列。行列といえば、発電機のない約８割の

給油所が休業し、開いている給油所に長蛇の車列ができた。ほかにも立体駐車場からは車が出せず、

ＡＴＭで現金が下ろせず、クレジットカードが使えなかった。搾乳や滅菌ができず、牛乳が大量廃棄され

たところもあった。 

さらに、タンクレストイレは使用できず、ADSL、CATV、ISDN、光回線の電話が使えなかったことなど、

困ったことは枚挙にいとまがない。多くの建物で自動火災報知設備の予備電源が切れ、出火しても火災

報知器が鳴らなくなっていた。また、地下鉄や列車の全面運行停止、信号機が消えたため一部地域では

交通事故が増加したという。深刻だったのは、在宅人工呼吸や酸素療法者約４２００人が緊急輸送され

たことだった。大規模停電のたびに電気の有り難さと非常電源の必要性を痛感している。 

◆２分の１給油ルールと在宅避難生活訓練 

燃料計ギリギリまで給油しない車は、いざという時役に立たない。平時から半分になったら入れる「2

分の 1給油ルール」が必要である。燃料だけでなく停電になると、棚はあっという間に空っぽになり、店頭

は「水完売、充電器・乾電池売り切れ、懐中電灯ありません」などの張り紙で埋まる。 

水食料だけでなく、缶飲料、菓子類、使い捨てカイロなどまでなくなってしまう。災害時に売り切れるも

のほど必要なものである。今のうちに電気・水道・ガスなどを停めて（停まったと思って）２泊３日ほど我が

家で暮らす「在宅避難生活訓練」をお勧めする。切実に何が困り、何が必要になるかが体感できる。防

災は段取り８割、発災後できることは２割程度。その時に買いに走っても間に合わない。水、食糧、予備

電池、非常用トイレなど備蓄は７日分必要。異常気象時代、大規模停電対策こそ焦眉の急である。 

                                                 （やまむら・たけひこ）                                               


